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製品画像

企業・団体名

ICT機器・サービス名称

型番

ICT機器・サービス概要

問合せ先

ウェブサイトURL

機能性能
評価結果

評価結果

Web：  対応する必要が無い
電子文書： 対応している
ソフトウェア：  対応する必要が無い

本製品は「限られた聴力での使用」に関連する技術基準を満たしています。
・収録済みの音声コンテンツに対してキャプションを提供するか、時間依存メ
ディアに対する代替コンテンツによって同等の情報を提供しています
・本製品は上記以外に聴覚情報を利用する機能はありません
・音声が自動的に再生され、その音声が 3 秒より長く続く場合、その音声を
一時停止もしくは停止するメカニズム、又はシステム全体の音量レベルに影
響を与えずに音量レベルを調整できるメカニズムのいずれかを提供していま
す
（関連するすべての項目について、「対応している(Supports)」、もしくは「対
応する必要がない(Not Applicable)」のいずれかとなっています。「対応する
必要が無い」とされている項目の理由等に関する詳細については、添付の
IBM Accessibility Conformance Reportをご参照ください）

製品・サービスが聴覚的な操作モードで行われる場合、強化
された音声機能によって限られた聴力を補う操作モードが提
供されているか

プライバシー ・本製品はハードウェアを有しておらず、また対象となる機能を有していませ
ん

光の点滅による影響の最小化（光感受性発作）

Web：  対応している
電子文書： 対応している
ソフトウェア：  対応している

本製品はどの 1 秒間においても 3 回を超える閃光を放つものはありません製品が視覚的な操作モードで提供される場合、光感受性発作
を引き起こすリスクを最小化するような配慮がなされているか

配慮対象アクセス 概要

本製品は「色知覚なしでの使用」に関連する技術基準を満たしています。
（関連するすべての項目について、「対応している(Supports)」、もしくは「対
応する必要がない(Not Applicable)」のいずれかとなっています。「対応する
必要が無い」とされている項目の理由等に関する詳細については、添付の
IBM Accessibility Conformance Reportをご参照ください）

製品・サービスが視覚的な操作モードで提供される場合、色
知覚を必要としない操作モードが用意されているか

Web：  対応する必要が無い
電子文書： 対応している
ソフトウェア：  対応する必要が無い

本製品は「聴覚なしでの使用」に関連する技術基準を満たしています。
・収録済みの音声コンテンツに対してキャプションを提供するか、時間依存メ
ディアに対する代替コンテンツによって同等の情報を提供しています
・本製品は上記以外に聴覚情報を利用する機能はありません
（関連するすべての項目について、「対応している(Supports)」、もしくは「対
応する必要がない(Not Applicable)」のいずれかとなっています。「対応する
必要が無い」とされている項目の理由等に関する詳細については、添付の
IBM Accessibility Conformance Reportをご参照ください）

限られた手の届く範囲での使用

Web：  対応する必要が無い
電子文書： 対応する必要が無い
ソフトウェア：  対応している

・本製品はハードウェアおよび手動による操作モードを有していません
・本製品はプラットフォームソフトウェアとして「限られた手の届く範囲での使
用」に関連する技術基準を満たしています。
（関連するすべての項目について、「対応している(Supports)」、もしくは「対
応する必要がない(Not Applicable)」のいずれかとなっています。「対応する
必要が無い」とされている項目の理由等に関する詳細については、添付の
IBM Accessibility Conformance Reportをご参照ください）

製品・サービスが手動による操作モードで提供される場合、手
の届く範囲で、かつ限られた力で対応可能な操作モードが用
意されているか

限られた器用さ又は力での使用

Web：  対応している
電子文書： 対応している
ソフトウェア：  対応している

本製品は「限られた器用さ又は力での使用」に関連する技術基準を満たして
います。
・すべての機能は、個々のキーストロークに特定のタイミングを要することな
く、キーボードインタフェースを通じて操作可能です
（関連するすべての項目について、「対応している(Supports)」、もしくは「対
応する必要がない(Not Applicable)」のいずれかとなっています。「対応する
必要が無い」とされている項目の理由等に関する詳細については、添付の
IBM Accessibility Conformance Reportをご参照ください）

製品・サービスが手の動作を必要とする場合、細かい運動制
御等を必要としない操作モードが用意されているか

発話能力なしでの使用

Web：  対応する必要が無い
電子文書： 対応する必要が無い
ソフトウェア：  対応している

・本製品はハードウェアおよび発話による操作モードを有していません。ま
た、音声入力が必須となる機能はありません。
・本製品はプラットフォームソフトウェアとして「発話能力なしでの使用」に関
連する技術基準を満たしています。
（関連するすべての項目について、「対応している(Supports)」、もしくは「対
応する必要がない(Not Applicable)」のいずれかとなっています。「対応する
必要が無い」とされている項目の理由等に関する詳細については、添付の
IBM Accessibility Conformance Reportをご参照ください）

製品・サービスが発話による操作モードで行われる場合、音
声入力を必要としない操作モードが用意されているか

ICT機器・サービスのアクセシビリティ自己評価様式

概要

日本アイ・ビー・エム株式会社

(本様式はサンプルのため、問い合わせ先の記載は割愛させて頂きます)

https://www.ibm.com/jp-ja/products/websphere-application-server

WebSphere Application Server (V9.0.5)

5724-J08

IBM WebSphere Application Serverは、エンタープライズ・アプリケーション向けの柔軟
で安全なJavaサーバーのランタイム環境です�（Webアプリケーションのプラットフォー
ム）

配慮対象アクセス

視力なしでの使用（全盲）

聴力なしでの使用（全ろう）

製品・サービスが聴覚的な操作モードで提供される場合、聴
力を必要としない操作モードが用意されているか

製品・サービスが視覚的な操作モードで提供される場合、視
力を必要としない操作モードが用意されているか

色知覚なしでの使用

限られた聴力での使用（難聴）

Web：  対応している
電子文書： 対応している
ソフトウェア：  対応している

本製品は「視力なしでの使用」に関連する技術基準を満たしています。
（関連するすべての項目について、「対応している(Supports)」、もしくは「対
応する必要がない(Not Applicable)」のいずれかとなっています。「対応する
必要が無い」とされている項目の理由等に関する詳細については、添付の
IBM Accessibility Conformance Reportをご参照ください）

限られた視力での使用（弱視、ロービジョン）

Web：  対応している
電子文書： 対応している
ソフトウェア：  対応している

本製品は「限られた視力での使用」に関連する技術基準を満たしています。
（関連するすべての項目について、「対応している(Supports)」、もしくは「対
応する必要がない(Not Applicable)」のいずれかとなっています。「対応する
必要が無い」とされている項目の理由等に関する詳細については、添付の
IBM Accessibility Conformance Reportをご参照ください）

製品・サービスが視覚的な操作モードで提供される場合、限ら
れた視力で対応可能な操作モードが用意されているか

Web：  対応している
電子文書： 対応している
ソフトウェア：  対応している
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ICT機器・サービスのアクセシビリティ自己評価様式

サポート対応　概要
評価結果

用いた技術基準

免責事項

ドキュメントとサポートサービス

対応している

・本製品に同梱されるWebおよび電子文書のアクセシビリティ対応を行って
います
・電話による対応窓口および電子メールによる問い合わせ窓口を提供して
います
(本様式はサンプルのため、問い合わせ先の記載は割愛させて頂きます)

製品の取扱説明書や問合せ先が提供されているか。また、ア
クセシビリティに配慮したサポート（取扱説明書、電話や手話
（筆記）窓口、FAX等）が提供されているか。

US Section 508 (EN 301 549に関する情報も補足として参照)

対応する必要がない
ん
・本製品を用いて構築されたアプリケーション（Webサイト、サービス等）にお
いてアクセシビリティ機能を提供する場合のプライバシー対応については、
本製品の配慮対象外となります

製品・サービスがアクセシビリティ機能を提供する場合、アクセ
シビリティ機能を使用するにあたりプライバシーが守られる操
作モードが用意されているか

・本資料は令和4年度ICTアクセシビリティ推進WGにおける自己評価様式の検証を目的として作成されたもので、記載された製品およびそのアクセシビ
リティ対応等に関する情報は、全て参考情報となります。
・IBMは本自己評価様式および本自己評価様式の作成の際に用いたIBM Accessibility Conformance Report（添付資料）を本製品のアクセシビリティ対
応に関する参考情報の提供を目的として現存するままの状態で提供し、本自己評価様式および本自己評価様式の作成の際に用いたIBM Accessibility
Conformance Reportについて、法律上の瑕疵担保責任を含むすべての明示または黙示の保証責任を負わないものとします。
・本自己評価様式と、本自己評価様式の作成の際に用いたIBM Accessibility Conformance Report（添付資料）との間に相違があった場合には、IBM
Accessibility Conformance Reportの記載を正とします。
・機能性能の評価において、対応する複数の技術基準が存在する場合、「対応している」と「対応する必要が無い」の組み合わせとなった項目の評価結
果は「対応している」と表記しています。個別の理由については、IBM Accessibility Conformance Reportの対応する項目を参照ください。
・本製品を用いて構築されたアプリケーション（Webサイト、サービス等）のアクセシビリティ対応については、各アプリケーションの提供者による評価が必
要となります。

配慮対象アクセス 概要
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